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１－１３ 南島上陸者数の推移
１－１４ 属島及び周辺の一般利用地点
１－１５ 小笠原諸島における許認可件数の推移（自然公園法）
１－１６ 水揚げ量（父島漁協、母島漁協）
１－１７ 農産物生産額
１－１８ 観光満足度調査の結果



〇平成12年以降の総人口の推移
(人)

年

〇将来人口推計

１－１ 小笠原村の人口の推移と将来人口推計

数値は住基人口で各年１月１日現在

将来推計は人口推計に一般的に用いられるコーホート要因法を用いた。

１－２ 小笠原世界遺産関連の事業費推移（環境省）

補正予算を除く。
年度当初執行額ベース
保護増殖事業、GW等は除く

事業費は、H18年度より大きく増
加。H18年度には、世界遺産候補
地の暫定リストとして提出されて
いる。



予算区分

業務費（森林保全管理費
等）保護林等整備保全対
策

業務費（森
林保全管理
費等）希少
野生生物保
護管理対策

森林環境保全
整備事業費
育林（公共予
算） 計

（千円）
世界遺産保
全緊急対策
事業

保護林保全
緊急対策事
業

希少野生生
物保護管理
事業

小笠原固有森
林生態系修復
事業

２２年度 14,499 19,125 17,182 86,496137,302

２３年度 12,424 21,894 19,295 75,000128,613

２４年度 29,000 2,553 13,738 80,000125,291

１－２ 小笠原世界遺産関連の事業費推移（林野庁）

林野庁小笠原外来種対策等予算内訳

百万円

年度

１－２ 小笠原諸島振興開発事業費推移



１－２ 小笠原世界遺産関連の事業費推移（東京都）

１－３ 村外居住者の受診状況の動向（父島）

＊村外患者は、受診申請住所が島外の者。（１年以内の短期就業者を含み、定期船、共勝丸関係者を除く） 平成24年度
は、８月現在



１－４ 小笠原村の給水量の推移（父島）

１－５ 小笠原村のごみ量の推移



〇犯罪認知件数

H22.6～H23.5 9件（うち母島1件）

H23.6～H24.5 4件（うち母島0件）

→ 世界遺産登録の影響による犯罪の増加傾向は認められない

〇交通事故件数

→ 世界遺産登録の影響による交通事故の増加傾向は認められない

H２２.６～H２３．５ 人身事故 物件事故 左のうち、観光客が当事者の物件事故

父島 ２ ２３ ３

母島 ０ ０ ０

H２３.６～H２４．６ 人身事故 物件事故 左のうち、観光客が当事者の物件事故

父島 １ １６ ０

母島 ０ ２ ０

１－６ 警察業務取扱件数の推移（小笠原警察署管内～

〇１１０番通報件数

H22.6～H23.5 23件（うち母島2件）

H23.6～H24.6 34件（うち母島2件）

→110番通報は増加傾向がみられ、世界遺産登録による観光客増加に

起因するものとしては、人声等の騒音苦情が微増している（3件⇒6件）

〇遺失物届・拾得物取扱件数

→ 増加傾向については、世界遺産登録による観光客増の影響がある。

顕著な物品としては携帯電話類が増えている

遺失届 拾得物

H22 １８０ ２０６

H23 ２３２ ２３７

１－６ 警察業務取扱件数の推移（小笠原警察署管内）



世界遺産登録された平成23年度には、おがさわら丸での来
島者数は、過去最高の21,854人（観光目的）を記録しまし
た。研究者・帰島者・仕事での来島者はほぼ横ばいでした。

１－７ 来島者数（おがさわら丸 目的別）

１－７ 来島者数（おがさわら丸 年齢別）

人



１－７ 来島者数（おがさわら丸 月別）

人
H23年度は閑散期に
観光客数が増加した＜8月＞

H22
3055人

H23
3590人

＜11月＞
H22
3３２人

H23
１３６８人

１－７ 来島者数（ははじま丸）

一般利用者が増加している

日帰り客(人)

H22 1,238人

H23 3,096人

宿泊延べ数(人)

仕事 観光 合計

H22 13,843人 6,038人 19,881人

H23 6,608人 7,979人 14,587人



１－７ 来島者数（観光船）

人

１－８ 施設利用者数（ビジターセンター入館者数）

平成24年度は、12月現在【参考】入館者であるため、島民も含む。また、複数回の入館者も含む。



１－８ 施設利用者数（海洋センター）

人

１－９ 村営バス（利用者数推移）

人
村営バス利用者数も過去最高

（H23）



１－９ 村営バス（売り上げ数推移）

万円

１－１０ 施設利用者数推移（ロース記念館）



１－１１ ラム酒販売本数

お土産品の一つとしてラム酒の販売本数も大幅に増えました

遺産登録後、父島の指定ルートでは、入林者の増加が見られま
す。また、母島の石門・乳房山の登山者数も増えています。

（出典）
父島：林野庁
母島石門：母島観光協会
母島乳房山：登頂証明書発行数

観光客、事業者、調査者も増加。

１－１２ 入林者数の推移（父島、石門、乳房山）



１－１３ 南島上陸者数の推移（年度別）

人

南島の上陸者数も伸びています

１－１４ 属島及び周辺の一般利用地点

海岸利用地点：●
係留地点 ：●

（注）平成23年から平成24年夏季までの属島周辺の海域及
び海岸の利用状況について、父島・母島両観光協会に所属す
る海域事業者にヒアリングしたもの。一般利用者の上陸地点
について地図に落とした。なお、研究者・公的機関関係者は
どこにも上陸しうるため、ここに含まない。

●
●

●
●

●

●
●

（＊）母島の沖港・東
港のポイントは、父島
からの上陸地点



１－１５ 小笠原諸島における許認可件数の推移（自然公園法）

計 20年度 21年度 22年度 23年度

入林許可件数（件） 54 71 51 72

内訳（実施主体別） 20年度 21年度 22年度 23年度

学校（大学、高校） 17 26 27 35
研究者等（NPO・法人・個
人）

32 41 25 35

その他 5 4 0 2

１－１５ 小笠原諸島における許認可件数の推移（入林許可件数）



１－１６ 水揚げ量（父島漁協）

万円 トン

父島の水産物の水揚げはこの数年は減少傾向です

１－１６ 水揚げ量（母島漁協）

万円 トン

母島も父島と同様にこの数年は減少傾向にあります。



１－１７ 農作物生産額（父島・母島）

万円

農作物の生産額は少しずつ伸びている

１－１８ 観光満足度調査の結果

※加重平均 非常に満足3点、満足2点、やや満足1点、普通0点、やや不満－1点、不満－2点、非常に不満－3点として平均値を算出。
※アンケートは「普通」以上に評価する傾向があり、加重平均2.00以上は高評価で、1.00以上は普通からやや好評価と考えられる。

年度
／項目

おがさわ
ら丸

自然
資源

おもて
なし

食事 土産品
再来訪
意向

推奨
意向

総合
満足度

２２年度 0.97 2.51 2.24 1.82 1.00 2.18 1.90 2.04
２３年度 0.69 2.38 2.15 1.71 0.87 1.91 1.78 1.83
前年度比 -0.28 -0.13 -0.09 -0.11 -0.13 -0.27 -0.12 -0.21

項目

イルカク
ジラ
ウォッチ
ング

ダイビン
グ

ドルフィ
ンスイム

カヤッ
ク

トレッキ
ング

島内
観光

ナイト
ツアー

戦跡
ツアー

南島
観光

２２年度 2.12 2.14 2.27 2.47 2.18 1.90 1.99 2.00 2.32
２３年度 1.80 2.14 1.62 2.06 2.13 1.86 1.71 1.81 1.95
前年度比 -0.32 0 -0.65 -0.41 -0.05 -0.04 -0.28 -0.19 -0.37

１．主要項目満足度

２．ツアー満足度

観光満足度調査の結果を見ると、平成２３年度の満足度は前年度に比べ、ほぼすべての項目で

低下している。この結果は、単にサービスの低下だけに原因があるのではなく、世界自然遺産登

録後に伴う客層の変化も大きな要因の一つであると考えている。

なお、小笠原海運に対する評価については、２等船室の定員削減前のデータとなっている。



２．小笠原諸島の生物多様性の保全対策の進展

２－１ ノネコ・ノヤギ進入防止柵の設置（東平）
２－２ ヤギの捕獲数の推移
２－３ ネコへの対応の状況
２－４ アカガシラカラスバトの状況
２－５ ネズミ類への対応の状況
２－６ グリーンアノールへの対応の状況（母島新夕日）
２－７ 母島属島（妹島・姪島）外来植物の駆除
２－８ 外来植物の駆除事業の実施状況（父島属島、母島）
２－９ 兄島のオガサワラハンミョウの生息地調査
2-10 母島でオガサワラシジミの新たな生息地を確認
2-11 森林性海鳥の生息環境の保全
2-12 オガサワラオオコウモリ農作物被害対策事業
2-13 外来生物対策普及啓発事業

２－１ ノネコ・ノヤギ進入防止柵の設置（東平）

平成21～23年度にかけて、ヤギ・ネコ柵の工事を
行い、平成24年6月に完成しました。

事業年度 実施箇所

H21年度
鳥山地域（ネコ柵）

都道沿い（ネコ柵）

H22年度

東海岸（ヤギ柵）

ノネコ防除柵
（ショートカット）

初寝ルート（ヤギ柵）

H23年度 初寝ルート（ネコ柵）
（完成H24.6)



父島ノヤギ排除状況

植生への影響

・駆除開始から1年程度ではあるが、一部地域ではノヤギの低密度化により

植生変化が見られ、在来植生回復のほか外来植物の侵入拡散が懸念される。

父島鳥山周辺 ・草本類の生育変化が著しい

◆ 小笠原の無人
島でのヤギ捕獲は
終了しました。
◆ 父島では、東
平のフェンス内は、
捕獲を終了しまし
た。

２－２ ヤギの捕獲数の推移

小笠原諸島ノヤギ捕獲状況

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 合計

媒島 136 137 144 281

嫁島 79 2 81

聟島 656 265 17 2 940

西島 39 2 41

兄島 78 161 87 61 387

弟島 197 98 7 302

父島 385 689 494 1,568

136 137 144 735 267 56 4 78 161 87 61 197 98 392 689 494 3,600

※東京都及び村のわなは２０１３年２月６日現在

（単位：頭）

計

年度

父
島
列
島

聟
島
列
島

捕獲して、島外へ搬出
侵入防止柵による防除
適正飼養

獣医師会、小
笠原海運、地
域の協力なし
には進まない

２－３ ネコへの対応の状況

◆ 父島の山域でのノネコの捕獲が進み、
山域のネコの確認頭数が減っています。

◆ 集落近くでのネコの対応も進んでいます。



集落周辺を中心に、アカガシラカラスバト
の目撃件数が増加傾向にある。

２－４ アカガシラカラスバトの状況 ①

島内の人里近くで見られるようになった一方で、
ネコとのトラブルや交通事故等が発生した

ネコとのトラブル

8月17日、大神山公園（大村
海岸）付近で、ハトがネコに
襲われる事案が発生

交通事故

8月31日午前6時頃、扇浦海岸
付近の道路上でアカガシラカラ
スバトが交通事故により死亡

バードストライク

6月20日、
小笠原高校において
バードストライクによ
る落鳥個体を確認

いずれもH24年中
の事案

衰弱死

8月21日、扇浦の民家に
て衰弱死（原因不明）と
見られる落鳥個体を確認

２－４ アカガシラカラスバトの状況 ②

主なハト出現地

H24事故地点

衰弱個体保護

７月20日、
北袋沢付近の道路上で
衰弱個体を保護



聟島

鳥島

針之岩

北之島 孫島

兄島
西島

瓢箪島

人丸島 東島

巽島

現在ネズミの生息が確認されていない島
現在ネズミが生息している島
駆除を実施したが、ネズミが残存している島

◆毒餌の空中散布

聟島列島 父島列島

ネズミ類への対応の状況

◆ 父島、聟島属島の一部で実施しました。
◆ 大きな島での根絶技術は未確立。
（兄島、弟島では、根絶に失敗しています）

母島列島

母島

向島 平島

姉島

姪島

妹島

媒島

嫁島

２－５ ネズミ類への対応の状況 ①

＜駆除実施後における陸産貝類の生息密度の回復＞
2009年に比べ、2010年、2011年としだいに生息密度が高くなっている
特にカタマイマイ属、オガサワラヤマキサゴ属では、ほとんどの地点、種で増加という結果となった。

【グラフのみかた】
・兄島内13調査地での各種（計31種）の生息密度を表した。
・ネズミ駆除直後の2009年の値（横軸）と2010年、または2011年の値（縦軸）を比較している。
・同様の分類群は同じマークで示した。
・黄色のエリアに点があれば2009年より増加、青のエリアにあれば2009年より減少。
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２－５ ネズミ類への対応の状況 ②



グリーンアノールへの対応の状況

◆母島新夕日丘でのアノールフェンス内は、ほぼ低密度
かを達成した（拠点排除技術は、一定の成果）。
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２－６ グリーンアノールへの対応の状況（母島新夕日） ①
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ミドリヒメヨコバイ
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ウンカ（茶）
グンバイウンカの1種（Mesepora sp.）
グンバイウンカ（Kallitaxila crini）
ネッタイマキバサシガメ
オオモンシロナガカメムシ
ナガカメムシの1種（Nishius sp.）
ヒョウタンカスミカメの1種（Pilophorus ?）
カスミカメの1種（茶）
カスミカメの1種（小・胸黒）
チビトビカスミカメ（Campylomma sp.）

ここの草原に生息するバッタ・コオロギやカメムシ・ウンカの仲間がこれまでに２０種類ほ
ど記録されています。小笠原にしかいない種類も含まれています。オガサワラシジミの産卵
も確認されるようになりました。

柵の中の昆虫類が回復傾向にある。

デリスとセンダングサに覆われた草原で。

草原で見られるバッタ・カメムシ・ウンカ

２－６ グリーンアノールへの対応の状況（母島新夕日） ②



○背景
母島属島では、鳥類等へのネズミの被害が確認されて

いる。 ネズミ駆除を実施した場合、現在ネズミによる
食害によって抑制されているリュウキュウマツ、モクマ
オウなどが増加する可能性があったため、種間相互作用
を勘案し、事前に駆除を行った。

○侵入状況

妹島リュウキュウマツ群落

２－７母島属島（妹島・姪島）外来植物の駆除（環境省）

○駆除の実施
上記外来植物の初回駆除処理を実施。妹島のリュウキュウマツ成木、姪島のモクマオ

ウ成木は駆除完了。

姪島モクマオウ群落

姪 島
モクマオウ：
１群落（小中径木約20本）

妹 島
リュウキュウマツ：１群落（親木１本を中心とする約
190本の群落）、
ギンネム：純林１箇所（小径木による群落約0.3ha）、

SA関連
(1)SA整備:木道修理等
(2)環境教育:小笠原中学校･筑波大学･青
梅高校等の外来植物駆除等を予定

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ受入
東京農業大学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ部
調査･外来植物駆除

ﾉﾈｺ緊急捕獲
SAを中心に実施

平成2４年度主要事
業実施箇所(父島）

在来林への誘導事業
在来種の種子の播種等

凡 例

駆除予定木調査

外来植物駆除

委託業務

センター
直営業務

ﾓｸﾏｵｳ+ﾘｭｳｷｭｳﾏﾂ外駆除予定木調
査

約３７ha

アカギ、ギンネムモクマオウ、
リュウキュウマツ薬剤及び伐倒駆

除
1601本 約8ha

２－８平成２４年度 外来植物の駆除事業の実施状況（林野庁）



ｷﾞﾝﾈﾑ薬剤駆除及び稚幼樹
抜取

２㎥ 約５ha

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ受入小笠原高校
外来植物駆除

凡 例
駆除予定木調査

外来植物駆除

委託業務

ﾓｸﾏｵｳ+ﾘｭｳｷｭｳﾏﾂ外駆除予定木調査
約１１ha

モクマオウ、リュウキュウマツ
薬剤駆除

２２９４本 約7ha

モクマオウ、リュウキュウマツ
薬剤駆除(追加)

４１１７本 約１１ha

ｷﾞﾝﾈﾑ薬剤駆除及び稚幼樹
抜取

３㎥ 約7ha

ｷﾞﾝﾈﾑ薬剤駆除及び稚幼樹抜
取

１㎥ 約５ha

ランタナ刈り払い等在来種
移植１００本
約１ha

兄島

平成2４年度主要事
業実施箇所(兄島）

２－８平成２４年度 外来植物の駆除事業の実施状況（林野庁）

ﾓｸﾏｵｳ薬剤駆除
１５９８本 約3ha

ﾓｸﾏｵｳ･ｷﾞﾝﾈﾑ等の薬剤駆除
1030本 約１４ha

凡 例

駆除予定木調査

外来植物駆除

委託業務

生態系保護地域
聟島経路ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ事業

ﾓｸﾏｵｳ+ﾘｭｳｷｭｳﾏﾂ外駆除予定木
調査

約２０ha

アカギ、ギンネム、モクマオ
ウ、リュウキュウマツ等の薬

剤駆除
1６０１本 約８ha

ギンネム駆除予定木調査
約３ha

西島

聟島

弟島

東島

平成2４年度主要事
業実施箇所(聟島･弟
島・東島・西島）

２－８平成２４年度 外来植物の駆除事業の実施状況（林野庁）



アカギ薬剤及び伐倒駆除
１０本 約１ha

凡 例

駆除予定木調査

外来植物駆除

委託業務

駆除予定木調査
約13ha

駆除予定木調査
約5ha

ギンネム薬剤駆除
５㎥ 約１ha

モクマオウ薬剤駆除
５０本 約１ha

向島

母島

平成2４年度主要事
業実施箇所(母島）

２－８平成２４年度 外来植物の駆除事業の実施状況（林野庁）

【平成2４年度 主要事業実施箇所】母島（主に北部の民有地）

◆母島北部においては、所
有者の承諾のとれた民有地
を中心に、アカギの一次処
理を行いました。

◆事業実施箇所の環境に
よって、林相に大きな違い
が生じています。

◆母樹の残木、稚樹・幼木
の更新の状況に応じた、き
め細かなプログラムが必要
であり、アカギの二次処理
を行っています。

２－８平成２４年度 外来植物の駆除事業の実施状況（環境省）

パターン１
アカギがほぼない状態

パターン２
アカギと在来種の混交

パターン３
在来種の下層にアカギの稚樹

（＊）ここでの類型は便宜上のもの。実際の事
業場は、より緻密な管理を行う。



外来植物の駆除事業（薬剤樹幹注入処理、伐採処理、稚幼樹の刈り払い・抜き取り等）
を実施に当たっては、これらの作業の前に外来植物の分布調査や駆除予定木調査を必要に
応じて実施することとしています。
さらに、これら一連の作業の前には、区域の動植物の生息・生育状況の事前モニタリン

グを行い、小笠原諸島の固有動植物等の保全を図っています。
平成２３年度は、兄島におけるモクマオウ、リュウキュウマツ等の外来植物駆除事業の

事前モニタリングにおいて、オガサワラハンミョウの新しい生息場所を確認しました。
オガサワラハンミョウは、外来植物の落葉の堆積などにより絶滅が危惧される状況にあ

り、今回の発見は、オガサワラハンミョウ保全上も重要なものです。

兄島遠景 巣穴の調査

２－９兄島のオガサワラハンミョウの生息地調査（林野庁、環境省）

２．兄島におけるオガサワラハンミョウの新たな生息地の発見(林野庁)

１．兄島におけるオガサワラハンミョウの生息地調査(環境省）

平成17～20年に生息が確認されていた２１プロットのうち、平成23年に
は１１プロットの生息地が消滅したことが確認されました。そのため、島外
での域外保全を進めています。

母島の湿性高木林ではアカギの繁茂が顕著であるため、その駆除を進めてきたところ

です。
最近、アカギの駆除により林冠が解放され、オガサワラシジミの食樹木であるオオバ

シマムラサキ等の生育環境が改善されたことにより、これまでオガサワラシジミが確認さ
れていなかった場所で、新たに複数のオガサワラシジミの個体が確認できました。

オオバシマムラサキ 母島の湿性高木林

2-10母島でオガサワラシジミの新たな生息地を確認（林野庁）



小笠原諸島森林生態系保全センターでは、ＮＰＯ法人｢小笠原自然文化研究所｣

と父島列島の国有林において、｢モデルプロジェクトの森（東島森林性海鳥の地）｣協
定を締結し活動を行っています。

平成23年度に、森林性の希少な海鳥であるセグロミズナギドリの生態モニタリン
グを実施するとともに、海鳥類繁殖地における外来植物の影響を調査し、外来植物
駆除を含めた繁殖環境の修復事業を行い、生息地の保全を図っているところです。

東島遠景

東島の植生

現地調査

2-11 森林性海鳥の生息環境の保全（林野庁）

○目的

本種に対する安全な防除策提示及び普及事業によ
り本種の防鳥ネット絡まり事故を防止し農作物の保
護を推進する。

○平成２０年度～平成２２年度

本種にとって安全な防除方策の実証試験

硬質樹脂製ネット使用の防除器具及び施設の提示

○平成２３年度

硬質樹脂製ネット使用のモデル施設の設置

本種への安全性、農作物の被害防除効果、施設の耐
久性の確認

○平成２４年度

硬質樹脂製ネット使用の防除器具及び施設の設置
希望者（家庭菜園者を含む栽培者）に対して、設置
に要する資材を無償貸与

防除施設資材貸与３件実施見込中、１件実施 防
除器具資材貸与２件実施

（平成２５年２月２８日現在）

施設外観

文化庁及び東京都補助事業

2-12 オガサワラオオコウモリ農作物被害対策事業②（小笠原村）



外来種啓発事業（小笠原村）

◆事業概要
平成13年度より主に南島での外来種駆除作業を村民ボランティア参加のもと

行い、外来種の駆除作業を通して、小笠原諸島の特異な自然環境を劣化させず後
世に残すため、保存・保護していくという意識啓発を行うと共に、参加する村民
ボランティアの自然学習の場とする。

実施年度 実施日 参加人数

平成22年度 H22.9.15 22名

平成23年度 実績なし ―

平成24年度 H24.7.14 30名

◆３ヵ年の実績 ◆駆除作業の様子

2-13 外来生物普及啓発事業（各機関）

各種パンフレットの作成（各機関）

３．世界遺産に関する基礎資料

３－１ 世界遺産の定義
３－２ 世界遺産の登録状況（世界、件数）
３－３ 世界遺産の登録条件
３－４ 世界自然遺産の基準
３－５ 小笠原諸島の世界遺産までの経緯（時系列）
３－６ 小笠原諸島の世界遺産の登録基準
３－７ 小笠原諸島の世界遺産の区域



世界遺産条約（世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関す
る条約）に基づいて世界遺産リストに登録された、

人類が共有すべき
「顕著な普遍的価値」
をもつ資産

世界遺産とは？世界遺産とは？

３．世界遺産に関する基礎資料

◇世界遺産条約の目的

顕著で普遍的な価値を有する遺跡や自然地域な
どを、人類全体のための世界の遺産として保
護･保存し、国際的な協力及び援助の体制を確
立すること

◇締約国数

186カ国（2009年4月現在）

◇事務局

ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）

世界遺産の登録状況世界遺産の登録状況

文化遺産（745件）文化遺産（745件）

自然遺産（188件）自然遺産（188件）

複合遺産（ 29件）複合遺産（ 29件）

顕著な普遍的価値を有する記念物、
建造物群、遺跡、文化的景観など

顕著な普遍的価値を有する地形や地質、
生態系、景観、絶滅のおそれのある
動植物の生息・生息地などを含む地域

文化遺産と自然遺産の両方の価値を
兼ね備えている遺産

世界遺産
（962件）

世界遺産
（962件）

2012年8月時点

http://whc.unesco.org/en/list/stat/#d1

３－２世界遺産の登録状況（世界、件数）



世界遺産の登録条件世界遺産の登録条件

顕著で普遍的な価値を有すること

・世界遺産条約に基づく「クライテリア
（価値基準）」を満たす

・評価される価値の独自性が明らか
・十分な規模と必要な要素を持つ

価値が将来にわたって守られること

・法的措置等により、価値の保護・保全
が十分担保されていること（完全性）

３－３ 世界遺産の登録条件

（ⅶ）景観
･･･最上級の自然現象、類い希な自然美

（ⅷ）地形・地質
･･･地球の歴史の主要な段階の顕著な見本

（ⅸ）生態系
･･･進行中の生態・生物学的過程の顕著な見本

（ⅹ）生物多様性
･･･生物多様性の生息域内保全にとって

最も重要な自然の生息地を包含

上記４つのうち、１つ以上に該当すれば自然遺産として認められる。

世界自然遺産の基準世界自然遺産の基準

３－４ 世界自然遺産の基準



• 19の詳細検討対象地域から
「知床」「小笠原諸島」
「琉球諸島」を自然遺産候
補地として選定。

「小笠原諸島」を
世界自然遺産に推薦

平成22年
1月

世界遺産委員会での審査
登録決定６月

IUCNの情報照会への回答11月

IUCNによる
評価報告書の提出

平成23年

5月

７月 IUCN（国際自然保護連合）
による現地調査

平成15年
5月

世界自然遺産候補地
として選定

平成19年
2月

世界自然遺産候補地として
暫定リストを提出

詳細検討対象地域

利尻・礼文・サロベツ原野 ●

大雪山●

日高山脈

● 三陸海岸

●

●

早池峰山
●

飯豊・朝日連峰

●

奥利根・奥日光・奥只見

● 富士山
●

北アルプス
●

南アルプス
●山陰海岸

●
阿蘇山

● 九州中央山地周辺
の照葉樹林

霧島山

阿寒・屈斜路・摩周 ●

●

知 床

●

●

小笠原諸島

奄美・琉球
●

世界自然遺産候補地

●
伊豆七島

Ｈ17登録

３－５ 小笠原諸島の世界遺産までの経緯（時系列）

（ⅸ）生態系

乾性低木林（兄島）

◆生物が様々な場所に
適応して進化した
証拠がよく残って
いる。

カタマイマイ属の系統関係キノボリカタマイマイ

◆固有種率が極めて高い。

兄島の植物の固有種率

固有種
59％ 41％

メグロ

オガサワラシジミ

ムニンツツジオガサワラトンボ

乾性低木林（兄島）
カタマイマイ属の系統関係

◆面積が小さい割に、陸貝と植物の
固有種の割合が
並外れて高い。
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小笠原諸島

ガラパゴス諸島

陸産貝類の固有種率

固有種 94％

◆植物では活発な進行中の種分化
の重要な中心地となっている。

ウラジロコムラサキ

オオバシマムラサキ

シマムラサキ

３－６ 小笠原諸島の世界遺産の登録基準



３－７ 小笠原諸島の世界遺産の区域


